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たより 東亜石油社友会

令和５年度 第３１回 社友会総会･懇親会のご報告

総会 大西社友会会長による挨拶及び2023年度事業報告

大西会長より開会挨拶の後、2023年度事業報告がありました

報告内容は以下の通りです

① 総会及びハイキングなどの諸行事を計画通りに開催できたこと

② 会員数は、7名の方が入会、6名の方がご逝去され4月末日現在195名である

③ 運営活動に関する情報共有として、ホームページの活用、会報「たより」を発行したこと

令和 ６年 5月18日（土）13時から川崎日航ホテル12階（東の間）で、社友会定時総会並びに懇親会が開催さ

れました。社友会設立30周年となる本年の総会には、新入会員３名を含む会員53名と会社からは業務多忙のと

ころ、大嶋社長、江口人事総務部長、山下総務係長の３名のご臨席をいただき総勢５６名の参加で開催しました。

当日は天候に恵ま

れ暑さを感じる中、

急な日程変更にも

関わらず北海道か

ら熊本まで全国各

地から以下の方々

に遠路はるばる参

加して頂き、昨年

同数の出席者で開

催されました。

13時オープニング 司会は、昨年に続き行事委員リーダーの中村さんが担当しました。

来賓挨拶 大嶋社長

大西会長

ご来賓の東亜石油大嶋社長から設立30周年を迎える社友会へのお祝いの言葉をいただきました。

北海道(千石さん)

新潟県(甲斐さん)

愛知県(佐藤さん)

岡山県(小谷さん)

熊本県(向井さん)

役員の改選について、

今回、退任される2名の役員（前田 耕二副会長、田尻 治相談役）と会計監査役（百瀬 二三男さん）

留任の役員及び新任の役員（淡嶋 英昭副会長）と新任会計監査役（田内 正一さん）が報告されました。

④ 社友会財政（収支報告）について、会のパソコンを軽量のノートＰＣに更新、活動の活性化に伴う会議費

 増加等で昨年より支出が増加しました（8月発行「たより40号」に同封する収支報告書参照願います）

東亜石油社友会設立30周年、誠におめでとうございます

１９９４年１１月に東亜石油に在籍した人達の「親睦交流」と「互恵互助」を目的に社友

会が設立されましたが、３０周年の節目を迎えるにあたり、社友会運営に様々な工夫と努

力を重ねてこられた会員の皆様に、心から敬意を表します。また、東亜石油１００周年記

念誌編纂におきましても、社友会の皆様方から多大なご協力を頂き大変有難うございまし

た。この場をお借りして御礼申し上げます。

東亜石油も創業１００周年を迎え、次の百年への新たなる飛躍を目指し以下のような熱い思いを語られました。

東亜石油１００年の歴史を振り返りましても、社友会の皆様は、まさしく東亜石油の発展と激動の時期を支

えて頂いた方々です。古く遡れば製油所をこの川崎に建設し、各製造装置の増強やフレキシコーカー装置・

ＦＣＣ装置の建設と、高度成長期の旺盛な首都圏の石油需要を支えてきました。
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懇親会 13時30分から15時

最後に、記念の集合写真を撮り、名残惜しさに後ろ髪を引かれながら、三々五々会場を後にしました。

現在は、脱炭素社会への転換が待ったなしとなり、更に業界環境は激変し続けております。また、従来に無

い資源高・原油高となり、今後が不透明な時代となっています。しかし、私たち東亜社員は、過去の社友会の

皆様の「永遠の挑戦者」の姿勢を承継し、環境変化に対応した新たな挑戦を続けます。

まずは、今年を次の１００年に向けての変革の年と位置付け「安全と法令遵守」と「品質・環境」への取り

組みを経営の大前提とするよう、この４月より経営理念・行動原則・ＨＳＳＥに関する基本方針を改めました。

この１０年間を見ましても、我々エネルギー事業者に求められる「安全と法令遵守」「品質・環境」等のレベ

ルは、それ以前より、はるかに厳しいレベルが求められています。今後の「新たなエネルギー」事業者に求め

られるレベルに対応しても盤石なものとし、どのような環境下でもエネルギーの安定供給に従業員一丸となっ

て取り組む所存です。新たなエネルギーの社会実装のキーワードは、「つくる」「貯める」「運ぶ」「使う」

と、それらの各分野の企業の連携と言われていますが、日本で最も「新たなエネルギー」への取り組みが進む

川崎の地の利を活かし、この四つのキーワードの技術を磨き上げて、未来に挑戦し続けます。

近藤前会長による
「乾杯の音頭」

新入会員の挨拶自己紹介
古川,大平,松本さん

胸元,山本,西川,田尻,
中村さん

山崎元会長による
「閉会挨拶」

込山さん,大嶋社長,熊坂さん円卓懇親会 風景受付の様子 ここでくじ
を引いて席が決まります

社友会の皆様が、設立３０周年を迎え益々ご発展されることを心より祈念しております。今後ともご支援を
賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

懇親会に先立って、昨年総会以降に逝去された4名の会員（岸部武彦さん、松木宏郎さん、大坂眞也さん、市

岡徳三郎さん）に黙祷を捧げた後、近藤明人前会長の「乾杯」の御発声で懇親会がスタートしました。みなさ

ま、例年と同様、和やかな雰囲気の中で話も弾み、約１時間半の楽しい時間はあっという間に過ぎ、最後は、

山崎英雄元会長による「閉会」の挨拶で2024年の盛大な懇親会もお開きとなりました。

司会の中村さん

綾部さん、阿蘇から
参加の向井さん

瀬戸内から参加の小谷さん
と新潟から参加の甲斐さん

札幌から参加の
千石さん

古森,阿部,岸さん、
知多から参加の佐藤栄さん

社友会設立後の３０年間においても、電力自由化や特石法廃止、エネルギー供給構造高度化法等により、石

油だけでなくエネルギー業界全体が大きな転換期を迎えましたが、電力供給事業への進出、水江・扇町工場の

一体運営等の新たな挑戦をスタートし、超重質原油処理比率の拡大、製油所統合、さらには連続運転の延長等

を通じて、安全とコスト競争力を追求ました。これらの取り組みは、いずれも当時の環境変化への挑戦と言え

るでしょう。
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会員雄会員の投稿記事 我が家の最愛の娘で～す！

2020年9月我が家に、真黒な超かわいい女の子が来ました。

その前には、「バジル」という黒ラブがのっそのっそと我が家

を動き回っていてくれましが、16才で天寿を全うしました。

それはそれは、優しくて賢くてゆったりとした仕草で家族を

癒してくれました。

バジルロスを克服して、3年が経ち残暑

が残る9月に、生まれ変わりのような、真

黒で小さなラブニエル（黒ラブとコッカー

スパニエルのミックス）が、家族となりま

した。我が家に福を運んでくれるようにと、

「福」と名付けました。

僕がテレビを見ている間、股の間に寝転んで、うとうとしている真黒な福を見ていると、オキシトシンが

脳内に広がり、幸福感が一杯になります。この子が来てからは、我々夫婦の日常の笑いが増えました。「子

は鎹」と言われますが、福は立派な「鎹」になっています。これからも安心して好きなように振舞って、健

康で一日でも長く生きて欲しいと思っています。

福を迎える時、躾教室に妻と僕も一緒に通いました。躾教室では「福」は優秀でいい子でしたが、親が劣

等生で家に帰ってからは自由奔放な生活に戻ってしまいました。“犬は悪くない、飼い主が駄目なんだ” 福

を見てみると実感します。我儘で甘えっ子の福は、今では我が家の女王様となっています。

齋藤 健司さん

「福」4歳になりました、興奮で左耳が裏返っています「福」生後2ヵ月の赤ちゃん

暑気払いをしました

日 時 2024年（令和6年）7月20日（土）17時～19時30分

会 場 ホテル メトロポリタン川崎「Terrace  and  Table」

猛暑による熱中症警戒アラートが発令される中で、7月20日（土）社友会初めての試みである「暑気払い」が

川崎駅近くのホテルテラス席を貸し切って行われました。

参加者 19名：山崎、谷川、岡田、桑原、三富、根本、斎藤、富岡、

諫早、牧之田 、石井、淡嶋、林、大西

    （行事委員：中村、熊坂、込山、胸元、松本） （敬称略）  

参加者の近況報告あり！趣味の話あり！食べ物の話あり！の楽しい時間は瞬く間に経ち、皆で過ごした“暑気

払い”は「また会いましょう」を合言葉にお開きとなりました。参加いただきました皆様、ありがとうございま

した。

特別行事

テラス席で涼風を感じながら乾杯 集合写真 見知らぬ親子も一緒に



会員雄会員の投稿記事

私が入社したのは昭和４５年（1970年）、バブル時代の少し前になりますでしょうか。

会社が丸の内とか大手町というのがまだ憧れの地のような時だったと思います。

「大手町時代を振り返って」
井野元 和子さん

新大手町ビルはいろいろな会社が入ってましたので、お昼休み

には屋上でバドミントンやバレーボールなどで他社の方との交流

もあると先輩から聞いて同期の女子社員と何度か様子を見に行っ

たような気がします。入社した頃、本社は各部署の方を覚えるの

にあまり時間がかからないくらいの人数だったと思いますが、和

気藹々としたような印象を受けた覚えもあります。配属された部

署から、人事とか財務で人手がいるような時、例えば賞与の時な

どの仕事の手伝いをした覚えもあります。まだまだＩＴ化から程

遠い手作業の時代ですし、ただ嬉しかったのは賞与が現金で支給

されていたので実感しました。

同期は６０名前後だったと思いますが、ほとんどの方が製油所勤務であったので全員がそろったのは入社式だ

けで その後、同期のハイキングや労働組合のイベント、会社の行事などに参加する事で徐々に距離を縮めて

いったように思います。

東亜石油入社

社友会事務局の方から本社が大手町にあった頃の事をというお話をいただき私の経験で良ければとお受けし

たものの昔の事を思い出しながらですので、記憶間違いが多々有るかと思いますが、そこはお許しいただけれ

ばと思います。

新大手町ビル

お昼は、新入社員の頃は同じ部署の方や先輩女性社員が声を掛けてくださり、ビル地下の飲食店や野村ビル

や日本ビルといった近隣ビルの飲食店、そして、ちょっと足を延ばして東京駅周辺までといろいろ安くて美味

しい所を教えていただきました。またお弁当を買って会議室で他部署の方とお話をいろいろ聞きながら過ごし

たり、ある時は先輩女子社員が誘ってくださりお弁当を買って日比谷公園で食べたりと楽しい時間でした。今

回のお話しでビル地下の「丸帆亭」、「蓼科」、「モーリ飯店」、「宮川」、そして１階の「千疋屋」など懐

かしいお店の名前を次々思い出しましたし、特別の日の”丸の内ホテル“の中華「金閣」も美味しかったです。

残業で遅くなった時に他部署の方、特に輸入課の方々が声を掛けてくださって食事をしたのも懐かしく、アフ

ターファイブもいろいろな部署の方との交流は楽しかったです。バブル時代を楽しませていただきましたのも

貴重な経験です。またお昼休みや退社後に向かいのビルのＪＴＢに行っては旅のパンフレットを見て休暇の予

定を立てたりするのも楽しみでした。

実際に配属されたのは、プロジェクト管理部で名古屋製油所を作るプロジェクトに関する仕事でした。名古

屋での起工式で初めて現地を見て、何もない埋め立て地に大きな製油所を作るという過程に、図面や書類の整

理などでほんの少しでもかかわれたという事は全く知識の無い私でも楽しい仕事だったと覚えております。川

崎製油所から多くの方が転勤された本社は狭く感じた事もありましたが、新しい物を作るという充実した日々

でもあったように思います。

昼休み

徐々に建設部の方々が名古屋に移動され間もなく名古屋製油所が完成しましたが、事務所が広く感じたのも

つかの間、フレキシコーカーの建設プロジェクトでまた多くの方が移動されて来て活気が戻ったように感じま

した。その頃私は購買部だったと思いますが、オイルショックの頃でいろいろと大変な時期でもあったように

覚えております。特に経理・財務の方々、中でも東亜石油の歴史を一番ご存知でいらした大先輩の方には大変

お世話になったと記憶しております。

名古屋製油所建設プロジェクト参加

リニューアル前の
新大手町ビルヂング
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本社勤務の楽しかった思い出はたくさんありますが、怖い経験もありました。それが1974年8月の三菱重工

爆破事件と1995年3月の地下鉄サリン事件です。ビルの前をたくさんの救急車や消防車がサイレンを鳴らして

通りすぎ、幸い会社の方が被害にあわれたという事はなかったと覚えておりますが、石油連盟や金融機関など

に外出する事が有りましたので、いつ何に巻き込まれるかわからないと思った事も有りました。

会社の行事もいろいろとありましたね。

全社での運動会や球技大会、ボウリング大会など本社と製油所の交流が頻繁にあったようにも記憶しておりま

すし、部活？で写真部、書道部、華道部、テニス部、他にいくつかあったようにも思いますが図書部もありま

したね。文化祭として会議室で作品発表をした覚えもありますし、石油人の写真コンテストに参加したりしま

した。また部門別の旅行などで日光に行ったり箱根に行ったりしたことが楽しかったです。物好きな私はほと

んどの行事に参加していたような気がします。お正月の仕事初めがまだ挨拶だけで終わりだった頃は有志で浅

草へ初参りをしたことも有りました。

福利厚生の一環としての「レクリエーショ

ン委員会」が出来てからは、各部署代表の担

当が集まっていろんなイベントを考えて実行

していましたね。例えば、上野や芝公園での

お花見、蓼科湖キャンプや秋川渓谷での釣り、

東京湾の納涼船、さくらんぼやみかんなどの

果物狩り、スキーといろいろと毎月の様に季

節を楽しんだことも思い出しました。

そして昭和５４年（1979年）、子会社の東亜共石が日本鉱業に譲渡され、昭和石油が東亜石油の筆頭株主

となり実質的に当社が二つに分かれた時には、長年一緒に仕事をしたりプライベートの時間を楽しんだりした

方々とお別れするというとても寂しい思いをしました。今まで何度か経験した異動の後の思いとは全く違った

寂しさで、手狭かなと思っていた事務所の広さを大きく感じたのをよく憶えております。そして新体制に入り

ＩＰＰ事業が始まりました。

私も総務・財務・総務と移り、新しい仕事にいろいろと戸惑い、他部署に迷惑を掛けながらも協力いただいて

何とか無事に勤める事が出来ました。

今振り返ると、大手町時代は私にとって公私ともに人に恵まれ、仕事に恵まれ、いろいろな貴重な経験をた

くさんさせていただいた時だったと思います。

感謝の言葉で私の思い出話を締めくくらせていただきます。

本社での怖い経験

レクリエーション委員会

奥志賀高原に素晴らしい山荘が出来てから

は毎年恒例で夏・冬とバスを仕立てて行きま

したが、個人的にも山荘の春夏秋冬を楽しん

でいたように覚えています。山荘の管理人さ

んのスキーに憧れたのも懐かしい思い出です。

昼間はハイキングやスキーをして、そして夜

はカラオケと遅くまで時間を過ごした事など

次々と思い出されます

奥志賀山荘

1981年8月 奥志賀山荘キャンプ

1977年2月 レク委 奥志賀スキー

会社の行事
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「ウォーキング有志の会」活動を社友会HPに掲載しました

「ウォーキング有志の会」は、趣味と同好の集いとして約40名のメンバーで2008年から活動を開始しまし

た。その活動報告は、不定期で会報「たより」に掲載してきましたが、今年3月から全ての活動について「社

友会ホームページ」の中で報告することになりました。

今年（2024年）の計画を以下に示しますので皆様の参加をお待ちしています。

2024年3月から

新
役
員
紹
介

横浜市港南区防災ライセンスリーダー連絡

会会員として長年にわたり実施してきた防

災活動が認められ「港南区安全まちづくり

功労者」として3月14日に表彰されました。

玉江牧雄さんが 地元港南区で表彰されました

副会長  淡嶋 英昭

会計監査  田内 正一

副会長の重責を仰せつかまりました淡嶋です。私は、1974年(Ｓ49)入社

水江で定年後5年間を含む41年間勤めさせていただきました。社友会には60

歳で入会しましたが、社友会行事に参加する機会はあまりなく活動内容は定

期的に届く「たより」を拝読していました。68歳の時に役員の方から幹事

のお誘いがあり、7年間幹事を務めましたが、その間、情報連絡手段である

社友会ホームページがリニューアルし、会報「たより」と共に発信する媒体

が充実してきましたので、これらを最大限活用し、会員の皆様だけでなく現

役、OBの方々にも社友会に興味を持って気軽に参加して頂けるよう企画し

てゆきたいと考えておりますのでご指導とご協力を宜しくお願い致します。

この度、東亜石油社友会の会計監査を拝命致しました、田内 正一です。

私は昨年、社友会に入会したばかりで社友会では若手ですが、早速に大役を仰せつかり

身が引き締まる思いです。東亜石油創業100周年と社友会設立30周年の記念の年から

社友会の会計監査をさせていただくのも東亜石油との縁を感じます。私は1995年(Ｈ7)

1月に東亜石油に中途入社して皆様に可愛がっていただき26年間お世話になりました。

その間、主に経理、財務、監査を経験させていただきました。その経験を活かして社友

会でも会計監査の業務を選んでいただいたと思っています。前任の百瀬様とは一緒に仕

事もさせていただきましたが、とてもしっかりと業務を行われる方でしたので私も微力

ですが、社友会が皆様にとって安心して楽しめる交流の場であり続け、又財務的な運営

が適正に行われているかも監査していきたいと考えていますので宜しくお願い致します。



伝 言 板

新 会 員 大平 常夫さん 令和 ６年 １月  （神奈川県厚木市 在住）
亀井 智和さん 令和 ６年 ２月    （神奈川県横浜市   在住）
原田 和久さん 令和  6 年 ６月  （神奈川県横浜市   在住）
木幡 弘幸さん 令和  ６年 ７月  （千葉県袖ケ浦市 在住）

お悔やみ申し上げます

２０２４年下期 長寿の祝い

米寿（1936年誕生）
澤藤 宗造 さん（7月8日）、原田 修 さん（9月1日）

喜寿（1947年誕生）
上坂 賢治 さん（7月15日）、 小黒 武夫 さん（8月8日）、金子  稔 さん（9月15日）
鈴木 康夫 さん（10月8日）、 高野 栄三郎 さん（10月27日）
加藤  稔   さん（11月22日）、伊藤 重雄 さん（12月9日）
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（令和 ６年 ８月 １日現在 会員数 １９５名）

役
員
の
異
動

会
長

大
西 

光
男 

（
留
任
）

副
会
長

牧
之
田 

哲
郎
（
留
任
）

副
会
長

石
井 

好    

（
留
任
）

副
会
長

淡
嶋 

英
昭 

（
昇
任
）

幹
事

佐
藤 

隆
信 

（
留
任
）

中
村 

睦
夫 

（
留
任
）

齋
藤 

健
司 

（
留
任
）

林 

政
久    

（
留
任
）

諫
早 

昭
三 

（
留
任
）

熊
坂 

真
紀 

（
留
任
）

古
森 

光
一
郎
（
留
任
）

会
計
監
査

田
内 

正
一 

（
新
任
）

退 

任

副
会
長

前
田 

耕
二

相
談
役

田
尻 

治

会
計
監
査

百
瀬 

二
三
男

ホームページ会員とＥメールアドレス登録のお願い重要

社友会では社友会活動や会員情報などの伝達方法として会報「たより」に頼ってきましたが、2020年8月

ホームページを利便性の良い Wix社のホームページにリニューアルし、会員のどなたでもよりタイムリーに

活動や会員情報を閲覧できるように活用してまいりました。ホームページ導入後、4年を経過し閲覧者も年々

増加傾向にあります。そこで社友会業務のデジタル化を進める中で、2025年4月を目途に、現状、郵便を利用

している総会・懇親会や年間行事の開催案内の連絡方法としてもホームページを活用したいと考えます。つき

ましては、連絡方法を郵便からホームページに切り替えるにあたり、ホームページの会員登録及びＥメール

アドレスの登録をお願いします。

市岡 徳三郎さん 令和６年 １月29日（満９０歳）

宮内 栄さん 令和６年 ３月14日（満９５歳）
九島 滋子さん 令和６年  6 月19日（満９７歳）

以上、対象の方には四半期ごとに記念品を贈呈致します

Ｅメールアドレス登録 ：toashayuukai@kind.ocn.ne.jp または mitsuoyokosuka@ybb.ne.jp へ

テストメール送信して下さい

ホームページ会員登録 ：東亜石油社友会ホームページのURLを開き、「ホームページ会員登録」から手続き

mailto:mitsuoyokosuka@ybb.ne.jp


時 期 行 事 開催場所 開催時間・その他

３月23日(土) 春のハイキング 大岡川沿い  花見散策 10時 京急線 弘明寺駅 集合

   雨天のため中止しました

５月18日(土) 2023年度

第31回 総会･懇親会

川崎日航ホテル（東の間） 13時～15時 開催

総勢56名出席しました

７月20日(土) みんなで元気に！

暑気払い

ホテル メトロポリタン川崎

「Terrace and Table」

17時～19時 開催

19名参加しました

11月 9日(土) 秋のハイキング 生田緑地(日本民家園･

桝形山展望台･そらの科学館)

10時 JR南武線 登戸駅

改札出口集合

● 行事の内容変更、中止、臨時開催等日程や内容が変更になる場合があります。

 その際は、早急に「社友会ホームページ」でお知らせしますのでご覧ください。
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時
代
の
流
れ
と
で
も
言
う
の
で
し
ょ
う

か
、
社
友
会
事
務
局
か
ら
の
情
報
共
有
や

連
絡
が
来
年
よ
り
電
子
化
の
方
向
で
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
来
年
の
社
友
会
総
会
の
案

内
は
原
則

Ｅ
メ
ー
ル
に
な
る
と
の
こ
と

で
す
。
人
手
と
コ
ス
ト
を
考
え
る
と
止
む

を
得
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。
会
員
の
皆

さ
ま
に
は
ご
不
満
の
方
も
お
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
が
、
事
情
ご
賢
察
の
う
え
ご
理
解

を
賜
り
た
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
会
報
「
た
よ
り
」
の
方
は
当

面
誌
面
に
て
の
発
行
に
な
る
よ
う
で
す
が
、

紙
面
の
会
報
誌
を
い
つ
ま
で
続
け
ら
れ
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
他
社
社
友
会
の
例
を

み
て
も
い
ず
れ
は
電
子
化
の
流
れ
は
避
け

ら
れ
な
い
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

会
報
は
幹
事
側
か
ら
の
情
報
通
知
と
い

う
役
割
が
あ
る
一
方
、
会
員
皆
様
の
投
稿

が
あ
っ
て
初
め
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
り

ま
す
。
日
頃
の
動
向
・
ペ
ッ
ト
の
自
慢
話
・

現
役
時
代
の
思
い
出
等
々
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
投
稿
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
今
40
号

で
は
女
性
会
員
の
井
野
元
様
よ
り
「
大
手

町
時
代
を
振
り
返
っ
て
」
と
の
投
稿
を
頂

き
ま
し
た
。
私
個
人
と
し
て
も
四
半
世
紀

前
の
大
手
町
で
の
思
い
出
が
甦
っ
て
き
ま

し
た
。

懐
か
し
い
限
り
で
す
。
本
当
に
投
稿
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（Ｓ･

Ｉ
）

２０２４年（令和６年）行事計画・経過

秋のハイキングのご案内

生田緑地民家園 紅葉散策

１．開催日 2024年11月  ９日（土） 雨天中止

２．集合場所と時間 JR南武線登戸駅改札出口 10時集合

３．コース

生田緑地（日本民家園・桝形山展望台・そらの科学館）

5．応募方法 2024年10月中旬、会長から会員宛てメールで実施案内の予定です。

参加希望者は、このメール(mitsuoyokosuka@ybb.ne.jp)で参加意思を返信連絡して

下さい。

6．募集の締め切り 1０月３１日（木）厳守

「紅葉と黄葉の美しいコントラストを楽しもう」

7．本件問合せ先 行事委員 （ 中村睦夫 、熊坂真紀 ）

仲間と互いに健康交流！

４．費用 交通費および食事･飲食代は各自負担

mailto:mitsuoyokosuka@ybb.ne.jp
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